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図 1 のようなスモールフォームファクタ（Small 
Form Factor，SFF）型 PC が候補に挙げられる．省












 圧縮方式図 1 SFF 型低スペック PC
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(1) 小型省電力の SFF 型 PC での稼働
(2) 低 CPU 使用率の実現
(3) ハードウェア画像処理の活用
(4) リアルタイム動画表示処理の実装
(5) 有線 LAN 接続による IP カメラ 1 台の使用
(6) 補助記憶装置への圧縮動画保存処理の実装
(7) 動体検知による保存容量の効率化





















表 1 は，本システムに用いた SFF 型 PC（Links 
INTERNATIONAL 製 LIVA Z，図 1）の仕様である．CPU
は intel 製 Pentium N4200 を搭載している．図 2 は
同世代における intel 製 CPU の性能比較である．標
準的性能の Core i5-7500 と Pentium N4200 を比較
すると，ベンチマークテスト PassMark の CPU 性能
指標である CPU Mark(5)は，6089 に対し 2113（約 0.35
倍）であり，また，CPU の最大消費電力に相当する
TDP（Thermal Design Power，熱設計電力）は 65W








表 1 監視カメラシステムの PC 仕様
CPU
Pentium N4200 1.1GHz（Burst 2.5GHz），
4 コア／4 スレッド，TDP 6W，ファンレス
GPU
intel HD Graphics 505 200MHz（Burst 
750MHz），Max 8GB
メモリ 8GB （DDR3 1600MHz）
補助記憶 256GB（M.2 SSD）




OS Windows 10 Pro 64bit
消費電力 5～15W
サイズ 117×128×33 mm
図 2 CPU 性能の比較
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本システムでは PoE（IEEE802.3af）対応の高品質
IP カメラ（SINEI 製 SecuSTATION SC-PE35）を住宅
外壁へ設置して使用した．稼働条件として，解像度
を WQHD（2560×1440pixel，368 万画素カラー），フ




用 4K モニターを用い HDMI 接続で使用する．動画の
保存は，圧縮動画を補助記憶装置（SSD）へファイ








環境に Microsoft VisualC++ 2019 を用いた．
 OCV 方式
OpenCV を使用した CPU のみによる処理方式
 GST 方式
OpenCV に加え GStreamer を使用しGPUに負荷
分散させた処理方式
































画像を CPU 側の処理に引き渡し，同時に GPU の 3D
レンダリング機能を利用して高速画面描画する．こ
のように GPU のハードウェア処理により，CPU 負荷
を下げることができる．
図 3 OCV 方式


















は CPU が 91.7%，GPU が 0%である．CPU 使用率は 100%
まで若干余裕があるように見えるが，このときの PC
全体の CPU 平均使用率は 96.7%と飽和状態に近かっ
た．このような高負荷状態では CPU の処理待ちが多
発するため，OCV 方式の CPU 使用率は本来より低下
した値である可能性が高い．一方，GST 方式では CPU


















図 8 は本実験時における PC のおおよその消費電












































（Mixture of Gaussian, MoG）をもとにした前景・
背景の領域分割アルゴリズム(10)（MoG 背景差分）の

















ンを用いて実験を行った．図 9 および図 10 は，動
体の未検知および検知時におけるプロセッサ使用





CPU が過負荷である可能性が高い．よって OCV 方式
は十分にパフォーマンスを発揮できていないもの
図 11 フレーム損失率（動体検知 - 検知時）
図 12 PC の消費電力（動体検知）
図 9 プロセッサ使用率（動体検知 - 未検知時）
図 10 プロセッサ使用率（動体検知 - 検知時）
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と思われる．一方，GST 方式の CPU 使用率は，未検
知時 26.5%，検知時 27.4%と CPU リソースの 1/3 に
満たない消費状況であり，GPU 使用率も 14～15%程
度と低い．本実験の画像解像度 WQHD は 4K に対して












て電力増加が見られる．また GST 方式は OCV 方式に
対し約 80%の電力消費となった．GST 方式を用いた
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